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５０年後の子供たちのことを
香川のおかんが政治を変える！

ベーシックインカムは、すべての生きづらさを解決します！

ベーシックインカムで、社会はこう変わる！

町川ジュンコは憂いています。
生きづらさが加速している今の日本。
過酷な状況を生き抜こうとしている若者たち、
そしてこれから生まれてくる子供たちのことを思うと、
胸が痛んで仕方ありません。
若い世代の明るい未来のため、以下の 3 つの社会問題について
今すぐ対処する必要があります。

これまでの政治も、上記社会問題に対して解決策を示そうとしてきましたが
皆さんもご存知の通り、どれも上手くいった試しがありません。

少子化問題

しかし私には、これらを

日本維新の会が提案するベーシックインカムは、出生届が受理された 0 歳児からお年寄りまで、
全員に毎月一律 7 万円を支給する新しい社会保障制度です。
最低限の生活を保障することで、格差をなくし全国民に生活と心のゆとりをもたらします。

家族が増えれば増えるほど支給額が増え、安心して子育てができる

低年金･無年金のお年寄りも安心して老後がおくれる

可処分所得が増え、消費意欲を加速／突然の災害やパンデミックのときも安心

それは です。

があります。一度に解決させる秘策
新しい社会保障制度 ベーシックインカム

経済活性化･安定 老後の不安解消
今後も、物価上昇は続く見込み。若者のな
かには、老後のために自分が買いたいもの
を我慢して貯金したり、株式投資をしたり
する人が増えています。お金を貯めること
も大切ですが、それでは若者の可能性を引
き出すことができません。若者が消費を抑
えている原状は経済低迷の原因のひとつ
です。

少子化の今、若者にのしかかる年金掛金の
負担は大きく、保険料の未納率が上昇して
います。老後に年金がもらえるかどうかも
わからないのに、毎月保険料だけはしっか
りと取られてゆく。働いても、働いても報わ
れない。なんと理不尽なのでしょう。年金制
度自体が、すでに破綻してしまっています。
一日も早く今の時代に合った社会保障制度
にしなければなりません。

「結婚したい」「子供が欲しい」と思っている
のに、お金の問題で諦めてしまう若者たち。
女性が産後も働かなければならない状況
や家族を養わねばと男性が重責を感じる
状況が、結婚や出産を遠ざける要因となっ
ています。若者が人生を自由に選択し、安心
して家族が営む環境づくりや経済的な支
援が必要です。

少子化問題

経済活性化･安定

老後の不安


